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国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１７１号
2024年８月15日

東
京
地
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

１
万
２
６
１
１
筆　
（
24
年
８
月
15
日
）

悪
や
国
家
を
あ
げ
た
防
衛
産
業
の
保

護
・
育
成
な
ど
安
保
３
文
書
改
定
を

契
機
に
、
す
べ
て
が
戦
争
に
向
か
っ

て
組
織
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
闘
う
労
組
の
登
場
を

　
闘
う
労
働
組
合
を
今
こ
そ
時
代
の

最
前
線
に
登
場
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

戦争を止め、社会を変える力がここにある！

ま
せ
ん
。
世
界
中
で
労
働
者
・
民
衆

が
社
会
を
揺
る
が
す
ス
ト
ラ
イ
キ
や

デ
モ
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
第
一
に
、
労
働
者
の
未

来
を
か
け
て
、
関
生
支
部
弾
圧
、
港

合
同
つ
ぶ
し
の
攻
撃
、
Ｊ
Ｒ
資
本
を

手
先
と
し
た
「
労
組
な
き
社
会
化
」

攻
撃
を
粉
砕
に
全
力
で
闘
い
ま
す
。

　
第
二
に
、
新
自
由
主
義
を
終
わ
ら

せ
る
た
め
に
闘
い
ま
す
。
労
働
法
制

改
悪
攻
撃
と
の
闘
い
ま
す
。

　
第
三
に
、
労
働
組
合
の
最
も
重
要

な
任
務
と
し
て
戦
争
反
対
の
闘
い
に

立
ち
上
が
り
ま
す
。

　
第
四
に
、
国
境
を
こ
え
た
労
働
者

の
国
際
連
帯
闘
争
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
ま
す
。集
会
に
は
、韓
米
伊
独
ミ
ャ

ン
マ
ー
な
ど
多
数
の
海
外
・
滞
日
の

代
表
団
が
参
加
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
と
も
11
・
３
日
比
谷
野
音
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

１１月３日は日比谷野音

争
へ
指
揮
・
統
制
機
能
の
一
体
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
沖
縄
・
南
西
諸
島

の
ミ
サ
イ
ル
配
備
・
出
撃
基
地
化
の

中
で
米
軍
の
暴
行
事
件
の
激
発
と
隠

蔽
に
怒
り
が
爆
発
し
て
い
ま
す
。

　
有
事
に
際
し
て
国
が
地
方
自
治
体

に
対
し
網
羅
的
に
指
揮
権
を
行
使
で

き
る
こ
と
を
定
め
た
地
方
自
治
法
改

１
万
２
６
１
１
筆
）
の
署
名
を

提
出
し
た
。

　
裁
判
で
は
、
組
合
側
か
ら
は

改
め
て
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
会
が
正

式
決
定
し
た
不
採
用
基
準
が
不

当
労
働
行
為
と
確
定
し
、
不
当

解
雇
の
責
任
が
Ｊ
Ｒ
に
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
７
月
３
日
の
優
生
保
護
法
を

め
ぐ
る
最
高
裁
判
決
で
は
、
除

斥
期
間
（
一
定
の
年
数
が
経
つ

と
法
的
に
争
う
こ
と
が
で
き
な

結
審
強
行
と
暴
力
的
退
廷
弾
劾
！

国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
裁
判
控
訴
審

世
界
の
闘
う
労
働
組
合
と
連
帯
し
て
世
界
戦
争
を
止
め
よ
う
！

く
な
る
）
を
理
由
に
国
が
責
任
を
逃

れ
る
こ
と
を
「
著
し
く
正
義
・
公
平

の
理
念
に
反
し
容
認
で
き
な
い
」
と

国
の
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
た
。

　
分
割
・
民
営
化
に
お
け
る
不
採

用
・
解
雇
の
過
程
で
は
、
本
州
の
採

用
候
補
者
名
簿
に
動
労
千
葉
組
合
員

を
含
む
全
員
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
、
不
採
用
基
準
が
直
前
に
な
っ

て
策
定
さ
れ
て
名
簿
か
ら
排
除
さ
れ

た
こ
と
も
隠
さ
れ
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
前
社
長
の
深
澤
は
こ
の
名

簿
か
ら
の
排
除
を
直
接
担
っ
た
人
物

で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
の
発
足
後
も
組
合

員
の
採
用
を
拒
否
し
続
け
、
社
長
に

ま
で
な
っ
た
。
不
当
労
働
行
為
の
真

実
を
す
べ
て
知
り
な
が
ら
、
事
実
を

隠
ぺ
い
し
て
不
採
用
を
継
続
し
、
責

任
を
逃
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
新
た
な
最
高
裁
判
決
を
根
拠
に
、

「
除
斥
期
間
」
を
理
由
に
責
任
逃
れ

を
認
め
る
な
と
訴
え
た
。

　
不
採
用
基
準
策
定
を
話
し
合
っ
た

密
会
、
名
簿
か
ら
の
排
除
の
過
程
を

具
体
的
に
知
っ
て
い
る
の
が
井
手
元

Ｊ
Ｒ
西
会
長
と
深
澤
だ
。
２
人
の
証

人
採
用
を
改
め
て
要
求
し
、
真
実
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
裁
判
所
の
責

務
だ
と
追
及
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
裁
判
長
は
、
証
人
申
請

を
却
下
す
る
こ
と
さ
え
せ
ず
に
結
審

と
言
い
出
し
た
の
だ
。
あ
ま
り
に
不

当
な
訴
訟
指
揮
を
傍
聴
席
か
ら
弾
劾

さ
れ
た
裁
判
長
は
「
裁
判
は
終
了
し

た
」
と
言
い
な
が
ら
法
廷
に
居
残
っ

た
。
だ
が
、「
証
人
を
採
用
し
ろ
」「
説

明
し
ろ
」
の
声
に
何
一
つ
応
え
る
こ

と
も
で
き
ず
、「
傍
聴
席
は
静
か
に
」

「
出
て
い
っ
て
く
れ
」
と
繰
り
返
す

ば
か
り
だ
っ
た
。
挙
げ
句
、
廷
吏
を

動
員
し
て
暴
力
的
に
排
除
す
る
に
い

た
っ
た
。

　
国
と
Ｊ
Ｒ
を
擁
護
す
る
た
め
に
真

実
を
隠
蔽
し
、
何
一
つ
説
明
す
る
こ

と
も
な
く
暴
力
的
に
排
除
す
る
の
が

今
の
裁
判
所
だ
。

　
戦
後
最
大
の
労
組
解
体
攻
撃
で
あ

り
改
憲
・
戦
争
攻
撃
で
あ
っ
た
国
鉄

分
割
・
民
営
化
を
断
固
粉
砕
す
る
闘

い
を
改
め
て
宣
言
す
る
。
今
こ
そ
国

鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
を
か
ち
と

ろ
う
！
　
11
・
３
労
働
者
総
決
起
集

会
６
千
人
結
集
を
実
現
し
よ
う
。

※
組
合
主
張
の
一
部
を
裏
面
に
掲
載

　
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
裁
判

が
７
月
31
日
、
東
京
地
裁
で
行
わ

れ
た
。
裁
判
の
前
に
京
地
裁
包
囲

デ
モ
を
闘
い
、
１
２
６
８
筆
（
計

動
労
千
葉
65
歳
以
降
雇
用
延
長
裁
判
控
訴
審

　
東
京
高
裁
で
７
月
19
日
、
65
歳
以
降
の
雇
用
延
長
拒
否
・
動
労

千
葉
排
除
を
め
ぐ
る
裁
判
闘
争
（
第
１
次
訴
訟
）
の
控
訴
審
が
行

わ
れ
た
。

　
一
審
（
千
葉
地
裁
）
で
は
、
団
体
交
渉
で
ウ
ソ
の
回
答
を
行
っ

た
経
緯
な
ど
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
裁
判
で
は
Ｃ
Ｔ
Ｓ
側

の
団
交
の
詳
細
を
知
る
人
物
な
ど
の
証
人
申
請
を
要
求
し
た
。
し

か
し
裁
判
長
は
即
座
に
審
理
終
結
を
宣
言
し
、結
審
を
強
行
し
た
。

　
一
審
判
決
は
「
65
歳
以
降
の
雇
用
継
続
の
慣
行
は
な
か
っ
た
」

「
管
理
職
の
雇
用
延
長
は
優
遇
や
差
別
で
は
な
い
」
と
い
う
反
動

判
決
だ
っ
た
。
し
か
し
、
現
場
の
要
員
は
不
足
し
、
中
途
退
職
も

止
ま
ら
な
い
中
で
他
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
は
雇
用
延
長
が
行
わ
れ

て
い
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｓ
だ
け
が
動
労
千
葉
を
排
除
す
る
た
め
に
は
一
切

雇
用
を
拒
否
し
続
け
て
い
る
の
だ
。

　
Ｃ
Ｔ
Ｓ
は
動
労
千
葉
排
除
を
目
的
に
現
場
労
働
者
の
雇
用
延
長

を
拒
否
し
な
が
ら
、
管
理
職
だ
け
は
都
合
よ
く
雇
用
延
長
し
て
い

る
。
こ
ん
な
ふ
ざ
け
た
こ
と
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
・
Ｃ
Ｔ
Ｓ
は
希
望
者
全
員
の
雇
用
延
長
を
た
だ
ち
に
行

え
！
　
職
場
闘
争
と
一
体
で
裁
判
・
労
働
委
員
会
闘
争
勝
利
ま
で

闘
い
ぬ
こ
う
。
判
決
日
は
９
月
25
日
（
水
）
13
時
30
分
。
　

証人申請も却下し審理終結の反動指揮

　
東
京
・
日
比
谷
野
音
で
全
国
労
働

者
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
呼
び
か
け
労
組
の
港
合
同
に
は
、

民
事
再
生
法
を
利
用
し
た
選
別
解
雇

攻
撃
が
か
け
ら
れ
、
関
生
支
部
に
対

し
て
は
湯
川
委
員
長
に
懲
役
10
年
の

重
刑
が
求
刑
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

で
開
始
さ
れ
た
労
組
な
き
社
会
化
攻

撃
は
労
働
組
合
・
労
働
基
本
権
を
基

礎
と
し
た
労
働
法
制
の
転
覆
を
狙
う

攻
撃
と
な
っ
て
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　
戦
争
政
治
と
対
決
を

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、世
界
戦
争
・

核
戦
争
の
危
機
を
高
め
な
が
ら
長
期

化
・
泥
沼
化
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
ガ
ザ
へ
の
攻
撃
は
そ
の
残
虐
さ
を

増
し
、
日
米
安
保
は
対
中
国
侵
略
戦

　東京・日比谷野外音楽堂で１１月３日、今年も「全国労働者総決起集
会／改憲阻止！１万人大行進」が開催されます。〝戦争を止め、社会を
変える力がここにある〟を体現する集会として成功させよう。
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任
を
前
提
と
す
る
補
償
を
拒
み
続

け
た
こ
と
を
理
由
に
、
訴
え
が
除

斥
期
間
の
経
過
後
に
提
起
さ
れ
と

い
う
こ
と
の
一
事
を
も
っ
て
請
求

作
成
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
名
簿

を
作
り
直
し
た
こ
と
が
証
言
さ
れ
た

（
同
）。
新
た
な
採
用
候
補
者
名
簿
の

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
伊
藤
補
佐
に

加
え
、
現
在
の
訴
訟
参
加
人
の
会
長

で
あ
る
深
澤
祐
二
補
佐
（
以
下
「
深

澤
補
佐
」
と
い
う
。）
と
澤
田
補
佐

の
３
人
で
分
担
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
担

当
す
る
鉄
道
管
理
局
に
葛
西
次
長
の

指
示
を
伝
え
た（
同
）。深
澤
補
佐
は
、

Ｊ
Ｒ
各
社
発
足
後
、
訴
訟
参
加
人
Ｊ

Ｒ
の
人
事
部
に
配
属
さ
れ
、そ
の
後
、

人
事
部
長
に
も
な
っ
て
い
る
（
同
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
不
当
労
働
行
為
と

さ
れ
た
本
件
不
採
用
基
準
の
策
定
と

そ
の
適
用
に
関
わ
っ
た
深
澤
補
佐

が
、
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
後
に
訴

訟
参
加
人
の
人
事
の
責
任
者
と
し
て

さ
ら
に
は
代
表
取
締
役
と
な
っ
て
、

本
来
な
す
べ
き
解
雇
撤
回
原
職
復
帰

の
要
求
を
拒
み
続
け
て
い
る
。

　
本
件
は
、

①
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
と
い
う

国
策
遂
行
に
あ
た
っ
て
Ｊ
Ｒ
各
社

の
設
立
に
関
わ
る
者
の
不
当
労
働

行
為
で
あ
り
、
１
０
４
７
名
と
い

う
多
数
の
労
働
者
の
労
働
基
本
権

を
侵
害
す
る
、
重
大
な
人
権
侵
害

で
あ
る
こ
と
、

②
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
直
後
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
原
告
高
石
ら
は

一
貫
し
て
訴
訟
参
加
人
へ
の
原
職

復
帰
を
求
め
続
け
て
い
る
こ
と
、

③
設
立
委
員
及
び
そ
の
責
任
を
引

き
継
い
だ
訴
訟
参
加
人
が
不
当
労

働
行
為
に
よ
り
多
数
の
労
働
者
の

職
を
奪
っ
た
こ
と
は
重
大
な
権
利

侵
害
で
あ
る
こ
と
、

④
斎
藤
委
員
長
が
井
手
室
長
、
葛

西
次
長
に
指
示
し
て
本
件
不
採
用

基
準
を
策
定
さ
せ
た
こ
と
は
原
告

ら
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
し
た

が
っ
て
原
告
ら
が
国
鉄
改
革
法
23

条
５
項
に
基
づ
く
訴
訟
参
加
人
の

責
任
を
追
及
す
る
訴
訟
を
提
起
す

か
ら
正
式
に
各
労
働
組
合
に
説
明
が

あ
っ
た
（
同
）。
ま
た
、
翌
29
日
に

は
、
国
労
の
要
請
活
動
に
対
し
、
橋

本
龍
太
郎
運
輸
大
臣
が
、
採
用
に
つ

い
て
所
属
す
る
労
働
組
合
に
よ
る
差

別
が
な
い
よ
う
特
別
に
留
意
す
る
と

い
う
内
容
の
、
国
会
に
お
け
る
特
別

決
議
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
と
、

労
働
処
分
、
職
員
管
理
調
書
に
つ
い

て
は
選
別
の
基
準
と
し
な
い
と
い
う

こ
と
を
述
べ
た(

同
）。
動
労
千
葉

の
12
名
を
含
め
、
本
州
で
Ｊ
Ｒ
各
社

に
不
採
用
と
な
っ
た
１
１
７
名
の
氏

名
が
、
１
９
８
７
年
の
１
月
の
末
か

２
月
の
冒
頭
ま
で
は
採
用
候
補
者
名

簿
に
記
載
さ
れ
て
い
た
（
同
）。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
斎
藤
委
員

長
が
井
手
室
長
と
葛
西
次
長
に
命
じ

て
作
ら
せ
た
本
件
不
採
用
基
準
に
よ

り
、
採
用
候
補
者
名
簿
が
作
り
直
さ

れ
、
原
告
高
石
ら
は
同
名
簿
か
ら
削

除
さ
れ
た
。
当
該
名
簿
は
１
９
８
７

年
２
月
12
日
の
第
３
回
設
立
委
員
会

で
承
認
さ
れ
、
原
告
高
石
ら
は
不
採

用
と
さ
れ
た
。

　
原
告
高
石
ら
は
、
解
雇
撤
回
・
原

職
復
帰
を
訴
訟
参
加
人
に
対
し
要
求

し
、
訴
訟
参
加
人
が
拒
否
す
る
と
労

働
委
員
会
に
解
雇
撤
回
・
原
職
復
帰

を
求
め
て
救
済
命
令
を
申
し
立
て

た
。
労
働
委
員
会
段
階
で
は
救
済
命

令
が
出
さ
れ
た
が
、
訴
訟
で
は
、
訴

訟
参
加
人
と
国
鉄
は
別
法
人
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
救
済
命
令
が
取
り
消

さ
れ
、
原
告
高
石
ら
の
請
求
は
棄
却

さ
れ
た
。

　
原
告
高
石
ら
は
、
清
算
事
業
団
を

引
き
継
い
だ
鉄
建
公
団
、
鉄
建
運
輸

機
構
に
対
す
る
訴
訟
を
提
起
し
た
。

そ
の
訴
訟
の
証
人
尋
問
に
お
い
て
、

伊
藤
補
佐
か
ら
、
前
述
の
よ
う
に
原

告
高
石
ら
が
当
初
、
採
用
候
補
者
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ

が
１
９
８
７
年
１
月
末
か
２
月
冒
頭

に
新
た
な
基
準
が
作
ら
れ
て
名
簿
を

　
８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
闘
争
は
、
原
爆

ド
ー
ム
前
で
の
集
会
禁
止
を
め
ぐ
る

大
き
な
攻
防
と
な
っ
た
。

　
こ
の
数
年
、
右
翼
の
動
員
や
挑
発

を
口
実
に
原
爆
ド
ー
ム
前
集
会
を
禁

止
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
た
。
２

月
27
日
、
松
井
広
島
市
長
、
日
本
会

議
と
自
民
党
議
員
ら
の
結
託
で
広
島

市
議
会
で
請
願
が
採
択
さ
れ
、
翌
28

日
に
昨
年
８
・
６
に
参
加
し
た
５
人

が
不
当
逮
捕
さ
れ
た
。

　
広
島
市
は
、
今
夏
８
・
６
の
平
和

公
園
全
体
の
入
場
規
制
を
う
ち
出

し
、
原
爆
ド
ー
ム
前
集
会
も
禁
止
さ

れ
た
。
だ
が
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
実
行

委
の
追
及
に
よ
っ
て
「
集
会
禁
止
に

法
的
根
拠
は
な
い
。
お
願
い
」
で
し

か
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
。
し
か
し

公
園
管
理
を
口
実
に
市
職
員
と
警
察

機
動
隊
を
動
員
し
て
集
会
圧
殺
を

狙
っ
た
。

　
前
日
か
ら
徹
夜
の
原
爆
ド
ー
ム
前

座
り
込
み
が
始
ま
っ
た
。６
日
早
朝
、

市
や
機
動
隊
の
弾
圧
策
動
を
打
ち
破

り
、
集
会
は
昨
年
を
大
き
く
上
回
る

６
５
０
人
で
か
ち
と
ら
れ
た
。

　
世
界
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
を

め
ぐ
り
核
使
用
の
恫
喝
を
為
政
者
が

公
然
と
行
い
、
東
ア
ジ
ア
で
は
従
前

の「
米
国
の
核
の
傘
」を
エ
ス
カ
レ
ー

シ
ョ
ン
さ
せ
、
米
国
の
核
戦
略
を
日

米
同
盟
に
全
面
的
に
拡
大
・
強
化
す

る
「
拡
大
抑
止
」
を
打
ち
出
す
な
ど
、

世
界
中
で
核
軍
拡
競
争
と
核
戦
争
の

危
機
が
激
化
し
て
い
る
。ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
が
巨
大
な
国
際
政
治
の
歴

史
の
文
脈
の
中
で
あ
ら
た
め
て
焦
点

と
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
５
月
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
は

岸
田
首
相
ら
世
界
の
首
脳
は
、
戒
厳

体
制
で
広
島
を
制
圧
し
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
を
招
い

て
ヒ
ロ
シ
マ
の
名
に
お
い
て
核
を
正

当
化
す
る
「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
発

表
し
た
。
し
か
し
ヒ
ロ
シ
マ
圧
殺
と

動
員
を
狙
う
攻
撃
に
対
し
、
世
論
を

二
分
す
る
サ
ミ
ッ
ト
粉
砕
の
闘
い
が

被
爆
者
・
被
爆
２
世
を
先
頭
に
展
開

さ
れ
た
。

　
広
島
は
日
清
戦
争
で
大
本
営
が
置

か
れ
軍
都
と
し
て
発
展
し
、
兵
器
工

場
や
軍
服
・
糧
食
工
場
な
ど
多
数
の

軍
事
拠
点
が
置
か
れ
た
。
銃
後
の
生

産
力
と
労
働
者
の
兵
士
と
し
て
の
動

拡
大
抑
止
―
米
日
核
軍
拡
を
許
す
な

８
・
６
原
爆
ド
ー
ム
前
集
会
禁
止
は
ね
返
す

国
鉄
１
０
４
７
名

解
雇
撤
回
裁
判 

東
京
地
裁
は
井
手
・
深
澤
を
証
人
採
用
せ
よ

不当労働行為責任の免責は正義・公平に反する

る
こ
と
が
著
し
く
正
義
・
公
平
の
理

念
に
反
し
、
到
底
容
認
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、

除
斥
期
間
の
主
張
が
信
義
則
に
反
し

又
は
権
利
の
濫
用
と
し
て
許
さ
れ
な

い
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
た
。

　
同
判
決
は
、
優
生
保
護
法
及
び
平

成
８
年
改
正
前
の
母
体
保
護
法
に
基

づ
き
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
を
受

け
た
者
か
ら
国
に
対
す
る
賠
償
請
求

権
に
つ
い
て
、

①
立
法
と
い
う
国
権
行
為
、
そ
れ
も

国
民
に
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る

権
利
を
違
法
に
侵
害
す
る
こ
と
が

明
白
で
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
国
民

が
重
大
な
被
害
を
受
け
た
本
件
に

お
い
て
は
、
法
律
関
係
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
関
係
者
の
利

益
を
保
護
す
べ
き
要
請
は
大
き
く

後
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、

②
国
会
議
員
の
立
法
行
為
と
い
う
加

害
行
為
の
性
質
上
、
時
の
経
過
と

と
も
に
証
拠
の
散
逸
等
に
よ
っ
て

当
該
行
為
の
内
容
や
違
法
性
の
有

無
等
に
つ
い
て
の
加
害
者
側
の
立

証
活
動
が
困
難
に
な
る
と
も
い
え

な
い
こ
と
、

③
国
が
48
年
も
の
長
期
間
に
わ
た
り

国
家
の
政
策
と
し
て
多
数
の
者
に

重
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
き
た

も
の
で
そ
の
責
任
は
極
め
て
重
大

な
も
の
で
あ
る
こ
と
、

④
原
告
に
請
求
権
の
行
使
を
期
待
す

る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
状
況
が

続
い
た
こ
と
、

⑤
国
は
速
や
か
に
補
償
措
置
を
執
る

べ
き
で
あ
っ
た
の
に
損
害
賠
償
責

第
３
．
訴
訟
参
加
人
が
採
用
義

務
を
負
う
原
告
高
石
ら
を
採
用

し
な
か
っ
た
こ
と
は
労
組
法
第

27
条
第
２
項
に
い
う
「
継
続
す

る
行
為
」
に
あ
た
る

1
県
労
委
及
び
中
労
委
は
、
原
告
ら

の
救
済
命
令
申
立
に
対
し
、
労
組
法

第
27
条
第
２
項
の
申
立
期
間
を
過
ぎ

て
い
る
こ
と
を
理
由
に
却
下
し
た
。

　
し
か
し
、
同
条
項
に
よ
る
効
果
を

認
め
る
の
が
著
し
く
正
義
・
公
平
の

理
念
に
反
す
る
特
段
の
事
情
が
あ
る

場
合
に
は
、条
理
に
も
か
な
う
よ
う
、

不
当
労
働
行
為
が
撤
回
さ
れ
、
あ
る

い
は
そ
の
効
果
が
消
滅
す
る
ま
で
の

間
、
不
当
労
働
行
為
が
継
続
し
た
も

の
と
し
て
、
当
該
不
当
労
働
行
為
の

申
立
期
間
が
開
始
し
な
い
も
の
と
み

る
べ
き
で
あ
る
。

　
労
組
法
第
27
条
第
２
項
の
期
間
制

限
同
様
、
権
利
行
使
の
期
間
制
限
の

効
果
を
も
た
ら
す
、
平
成
29
年
法
律

第
44
号
に
よ
る
改
正
前
の
民
法
第

７
２
４
条
後
段
に
つ
き
、
最
高
裁
判

所
の
旧
優
生
保
護
法
国
家
賠
償
請
求

訴
訟
判
決
は
、
請
求
権
が
除
斥
期
間

の
経
過
に
よ
り
消
滅
し
た
も
の
と
す

権
が
消
滅
し
た
も
の

と
し
て
国
が
第
１
審

原
告
ら
に
対
す
る
損

害
賠
償
責
任
を
免
れ

る
こ
と
は
、
著
し
く

正
義
・
公
平
の
理
念

に
反
し
、
到
底
容
認

す
る
こ
と
が
で
き
な

い
　
―
―
と
し
て
い
る
。

　
労
働
組
合
法
第
27
条

第
２
項
の
期
間
制
限

も
、
救
済
命
令
の
申
立

が
却
下
さ
れ
る
結
果
、

使
用
者
が
不
当
労
働
行

為
の
責
任
を
免
れ
る
効

果
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

不
当
労
働
行
為
責
任
を

免
れ
さ
せ
る
こ
と
が
著

し
く
正
義
・
公
平
の
理

念
に
反
し
、
到
底
容
認

す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
不
当
労
働

行
為
が
撤
回
さ
れ
、
あ

る
い
は
そ
の
効
果
が
消

滅
す
る
ま
で
の
間
、
不

当
労
働
行
為
が
継
続
し

た
も
の
と
解
す
る
べ
き

で
あ
る
。

2
本
件
の
救
済
命
令
申
立
て
ま
で
の

流
れ
は
大
要
以
下
の
と
お
り
。

　
１
９
８
７
年
１
月
17
日
こ
ろ
、
本

州
と
四
国
で
は
採
用
希
望
者
が
閣
議

決
定
さ
れ
て
い
た
採
用
予
定
者
数
を

下
回
る
こ
と
が
判
明
し
（
田
中
証

言
）、
同
月
28
日
に
は
、
採
用
希
望

者
が
採
用
予
定
者
を
下
回
る
と
国
鉄

る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、

⑤
訴
訟
参
加
人
は
原
告
ら
に
不
当

労
働
行
為
の
事
実
を
隠
蔽
し
、
国

鉄
分
割
・
民
営
化
後
現
在
に
至
る

ま
で
訴
訟
参
加
人
自
身
の
責
任
を

認
め
て
い
な
い
こ
と
等
に
鑑
み
る

と
、
訴
訟
参
加
人
の
不
当
労
働
行

為
責
任
を
免
れ
さ
せ
る
こ
と
が
著

し
く
正
義
・
公
平
の
理
念
に
反
し
、

到
底
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
あ
た
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
不
当
労
働
行
為
の

撤
回
も
、
そ
の
効
果
の
消
滅
も
生
じ

て
い
な
い
現
時
点
で
は
、
不
当
労
働

行
為
が
継
続
し
て
お
り
、
終
了
し
て

い
な
い
。
よ
っ
て
、
原
告
ら
の
不
当

労
働
行
為
救
済
命
令
申
立
て
は
適
法

で
あ
り
、
申
立
て
を
却
下
し
た
県
労

委
決
定
、
当
該
決
定
を
維
持
し
た
中

労
委
決
定
は
取
り
消
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

　
第
４
．
証
人
尋
問
申
請

　
　
以
上
の
と
お
り
、井
手
室
長
は
、

斎
藤
委
員
長
の
指
示
を
直
接
受
け
、

本
件
不
採
用
基
準
を
策
定
し
た
も
の

で
あ
り
、
現
在
で
は
本
件
不
採
用
基

準
の
策
定
の
唯
一
の
生
存
当
事
者
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
設
立
委
員
に

よ
る
不
当
労
働
行
為
の
立
証
に
は
欠

か
せ
な
い
証
人
で
あ
る
。

　
深
澤
補
佐
は
本
件
不
採
用
基
準
の

策
定
・
適
用
に
井
手
室
長
の
部
下
と

し
て
関
わ
っ
た
者
で
あ
り
、
訴
訟
参

加
人
の
前
代
表
取
締
役
で
あ
り
、
Ｊ

Ｒ
各
社
発
足
直
後
か
ら
訴
訟
参
加
人

の
人
事
部
長
等
を
歴
任
し
た
者
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
原
告
高
石
ら
の

解
雇
撤
回
・
原
職
復
帰
等
の
要
求
へ

の
対
応
、
そ
の
間
、
本
件
不
採
用
基

準
の
策
定
の
経
緯
等
を
隠
蔽
し
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
知
悉
し
て
い
る
立

場
の
者
で
あ
り
、
不
当
労
働
行
為
及

び
そ
の
継
続
性
の
立
証
の
た
め
、
欠

か
せ
な
い
証
人
で
あ
る
。

　
７
月
31
日
に
東
京
地
裁
で
行
わ
れ
た
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
裁

判
で
組
合
側
が
提
出
し
た
準
備
書
面
の
う
ち
除
斥
（
時
効
）
と
証
人
に

関
す
る
部
分
を
紹
介
し
ま
す
（
見
出
し
な
ど
一
部
を
事
務
局
が
加
工
）。

員
と
支
持
を
必
要
と
す
る
総

力
戦
が
特
徴
の
帝
国
主
義
世

界
戦
争
の
帰
結
が
広
島
へ
の

原
爆
と
な
っ
た
。

　
戦
後
、
朝
鮮
戦
争
で
米
ト

ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
原
爆
使

用
が
宣
言
さ
れ
る
状
況
下
の

１
９
５
０
年
８
月
６
日
、
占

領
軍
の
命
令
で
広
島
は
集
会

も
慰
霊
祭
も
禁
止
さ
れ
た
。

被
爆
者
や
市
民
ら
は
ゲ
リ
ラ

的
に
抗
議
行
動
が
闘
わ
れ

た
。
そ
れ
を
彷
彿
と
さ
せ
る

闘
い
と
な
っ
た
。


